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電気設備工事　特記仕様書

Ｅ-１

１０

高槻市立阿武山小学校ほか１校体育館ガス式空調設備設置工事

電気設備工事　特記仕様書
選択の場合は●印を本工事に適用する。但し●印のない場合は※印を適用する。

●電灯設備　　　○動力設備　　　○雷保護設備　　　○　　　　　　　　

○受変電設備　　　○　　

○直流電源設備　　　○　　

○自家発電設備　　　○太陽光発電設備　　　○　　　　　　

●構内情報通信網設備　　○構内交換設備　　○情報表示設備　　○映像・音響設備

○拡声設備　　○誘導支援設備　　○テレビ共同受信設備　　○監視カメラ設備

○防犯・入退室管理設備　　○火災報知設備　　　●制御設備　　　　○　　　　　　

○中央監視制御設備　　　○

○構内配電線路　　　○構内通信線路　　　○

電力設備工事

受変電設備工事

電力貯蔵設備工事

発電設備工事

通信・情報設備工事

中央監視制御設備工事

屋　　外

※概要、及び特記事項を記載する

１．工事種目

本工事は、この特記仕様書、設計図、下記仕様書を適用する。
国土交通省大臣官房官庁営繕部設備課監修「公共建築工事標準仕様書
（電気設備工事編）」、　同標準図、同監理指針
及び「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）」

適　　　　用

本工事は、建設業法、建築基準法、消防法、電気事業法、電気設備の技術基準、

すべての設計図書及び配布書類等は相互に補完するものとする。

これにより難い場合は監督職員との協議による。
ただし、これらに相違がある場合の優先順位は次の１～５の順番のとおりとし、

ないものは、ハロゲン及び鉛を含まない材料で構成されたものとする。
強電用と弱電用の配管への共入れは、行わない。

電線・ケーブル

図面上ＰＦ管であっても、盤類・プルボックス等への立上げ下げ露出部分は
金属管で保護すること。
配管材料にはボンディグも含む。
予備配管には導入線を入れること。
配管は支持金具を使用すること。

金属電線管

特記なきものはエコ電線・ケーブルとする。但し、エコ電線・ケーブル規格等の

合成樹脂製
　可とう電線管

合成樹脂製可とう管は、全てＰＦ管とする。
図中に記載ない場合は、一重波付管とする。

金属製
　可とう電線管

盤類、及び室外機等の機器類への接続部に使用する。
エキスパンションジョイント等の異種構造物間の渡り配管部に使用する。

鍵の種別

・屋外設備置場フェンス扉の南京錠　※アルファ５０番　　○建築指定

・ＥＰＳ扉　※タキゲン２００番　　○建築指定
　タキゲン２００番とする場合は建築工事受注者と調整のこと。

・盤類　　　※タキゲン２００番　　○　　
新設する機材等の鍵種別は下記とする。

配線器具 埋込スイッチ　　　●大角連用　　○ワイドシリーズ（居室、　　　等）
・居室、及び３点滅以上のスイッチは、ネーム付とする。
埋込コンセント　　○大角連用　　○ワイドシリーズ（居室、　　　等）
配線器具プレート
●新金属製　○樹脂製（居室、　　等）　○ステンレス製（屋外、厨房、　　）
大容量コンセント（３０Ａ以上、三相用含む）は、プラグも納入のこと。

盤　類
屋内設置　※鋼板製（指定色塗装）　○
ブレーカー増設が可能な予備スペースを設けること。

耐火間仕切壁（軽量鉄骨下地）内に敷設する場合は、鋼製とする。
界壁に組込むボックスは両側で重ならないように設置する。
強電及び弱電用配線器具を同一ボックスに組込場合は、セパレータ付とする。

位置ボックス

屋外設置　※ステンレス製　　○鋼板製（溶融亜鉛めっき仕上げ、指定色塗装）
屋内設置　※鋼板製（指定色塗装）　○塩化ビニル樹脂製
長辺が８００ｍｍを超えるプルボックスの蓋は２枚に分割する。
プルボックスは点検可能な位置に設置すること。

プルボックス

貫通・壁溝はつり（復旧共）は補修を行うこと。
配管・配線等の施工において、既存梁の貫通処理は行わないこと。

既設電源盤から分岐する時は既設盤に盤用端子台を新たに設置し分岐すること。

はつり

電源の分岐

配管支持材・金具：ステンレス製、取付面周囲をコーキングすること。
取付ボルト・ナット：ステンレス製

屋外使用材料

シールド信号線には接地をとること。
盤類にはアースをとること。
接地線は緑色とする。但し、Ｄ種ＥＬＢ用接地線は黄色とする。

接　地

脱落防止 通常使用時に、落下により破損する恐れのある機器等については、チェーン等
による落下防止に配慮した設置を行う。
・壁掛インターホン・電話機

施工の検査に伴う試験

施工の立会い等

試運転及び必要な調整、ならびに試験を行い、その結果を監督職員に報告のこと。
照明器具を設置した場所においては、照度測定を行う。

　学校環境衛生基準による。
・これらにより難い場合は監督職員との協議による。
・非常用照明については、建築基準法に適合した照度が確保されているか測定する。
その他は、標準仕様書各項目の「施工の試験」、及び監督職員に指示による。
試験成績表の書式は高槻市都市創造部建築課による書式とし、書式の電子データを、
監督職員より受領すること。なお、上記にない書式については、監督職員との協議
の上、受注者・メーカー等による書式とする。

２．共通仕様

３．一般事項

５．各項目の電気設備工事

危険部位の防護

銘板・表示

施設利用者の手の届く範囲にある露出配管支持材等、接触により負傷の恐れのある

部位には保護キャップやコーナーガード等の防護措置を施すこと。

機
材
等

施工中の安全確保 工事の施工に伴う災害及び公害の防止は、関係法令等に従い適切に処理すること。
工事中に発生した公害及び近隣からの苦情に対しては、受注者の責任において
解決すること。
工事上、ほかに損害を与えた場合の補償、補修は受注者の責任とする。
施設利用者・施設職員等の安全には十分注意すること。
搬出、運搬、搬入については安全対策を講じること。

取外し、再取付する機材は、図示による。

なお、照明器具等の見えがかり部分は、洗剤を使用する等、十分に清掃すること。
取外し後、再取付する機材は、清掃を行いボルト等を増締めした上で、取付ること。

下記の調査を行い、結果を監督職員に報告すること。

・施工に先立ち監督職員又は施設管理者の立会いのもと、既存機器類の作動状態を
　確認する。また施工後、各機器の動作状態を確認すること。

・施工に先立ち既存配管配線ルートや系統、機器等の設置状況を調査・確認する。

・施工に先立ち絶縁測定・照度測定等の各種測定を実施し報告すること。報告書は、
　完成後の各種測定報告書の提出時に添えて提出すること。

事前調査・確認

既存躯体等へのはつり、穴あけ、あと施工アンカー等の施工に際し、埋設物を
損傷しないことが明らかな場合を除き、埋設物の事前調査を行い、既存鉄筋や
埋設配管等の埋設物を損傷しないよう配慮する。
簡易探査（鉄筋探査機）　※行う
放射線透過検査　　　　　○行う　　測定箇所は図示による
ＲＣレーダー　　　　　　○行う　　測定箇所は図示による

既存機器のＰＣＢ混入の有無についての調査
※なし　○あり（対象機器：　　　　　，　　　　　、外部機関への調査依頼を含む）

ＰＣＢ含有機器の取扱

検査および試験を行うべき機材等は、標準仕様書各項目の「機材の試験」による。
なお、工場立会検査機材は下記とする。

機材等の検査
　　および試験

図面中の機材等の品番は参考である。同等品以上を選定すること。

※監督職員の指示する機器　　○　　　　　　　○　　　　　　　

機　材　等
工期に間に合う時期に決定できるよう承諾図として提出すること。

高槻市都市創造部建築課による書式とし、書式の電子データを、監督職員より受領
すること。なお、上記にない書式については、公共建築工事標準書式等による。

書類の書式等

上記に要する費用は、本工事受注者の負担とする。

代行し、要する費用はすべて受注者の負担とする。

本特記仕様書、監督職員の指示する各種検査・試験に合格すること。

　土曜日、日曜日及び祝日には、工事の施工を行わない。
　但し、●停電作業　○　　　　を除く
　・やむをえず行う場合は、監督職員の承諾を受けること。

　※なし　　○あり　（　　　　　　，　　　　　　，　　　　　　）

電気保安技術者 電気工作物に係る工事においては、電気保安技術者を置くものとする。
電気保安技術者は、発注者側で定めた電気主任技術者の業務を補佐する監督職員の
指示にしたがい、当該現場における電気工作物の保安業務を行う。

有するものとする。

電気主任技術者 ※既存施設の主任技術者　　　　　　○その他（新たに選任する主任技術者等）
上記の主任技術者による立会い、作業等が必要なものは下記とする。

・その他は監督職員の指示による。

・停電時における高圧区分開閉器の開閉作業、及び復電時確認。
・事業用電気工作物の設置や更新時の立会い・確認。

施工に際しては、現地確認の上、工種別施工計画書（施工要領書）・施工図等を
作成し、監督職員の承認のうえ、施工すること。

ＥＰＳ・点検口付近・その他接続分岐部等とする。

各配線・ケーブルに丸札・表示ラベル（行先・負荷名称や回路種別とケーブル種別

本工事に関する関係諸官庁等への申請手続きは、本工事受注者が、その業務を

図面等に記載が無くとも、技術上、関連法令上、または美観上、構造上、保安上、

丸札・表示ラベルは、湿気のある場所は耐湿型の製品を使用し文字等が劣化しない
ものとする。また、予備配管については、用途・行先の他、材質・口径を明記する。

標準仕様書各項目の「施工の立会い」による。左記以外の立会いは、下記による。
・主要機材の受入時、及び設置時　　・施工後に検査が困難な箇所を施工する場合
・受電時、及び停電作業時の確認　　・各種測定時における測定条件等の確認
・その他、監督職員の指示による場合
実施時期・内容を事前に監督職員に伝達すること。なお監督職員の立会いが困難な
場合は、実施後に写真及び検査記録等により報告のこと。

移設、撤去、取外・再取付する機材等は図示による。

監督職員に確認の上、移設すること。
設置する機材等の障害となる既存機材が存在する場合は、監督職員と協議の上、
既存機材の移設を行うこと。（空調吹出口に照明・感知器等がある場合等を含む）
機材等の撤去に際し、既設送り配線がある場合はその接続を行うこと。
図面に記載が無くとも不要な配線・配線器具等は監督職員の承諾後撤去すること。
但し、送り配線がある場合はその接続を行う。

機材等の移設、撤去、
　　取外・再取付等

工事に伴う壁・天井・床等の補修及び復旧は既設と同様にする。

・取付ボルト孔　　※行う
・配管等の孔　　　※行う
・壁、天井及び床面の変色等の補修（拭取り等で復旧可能な汚れは除く）
　※監督職員との協議による　　○行う　　○建築工事
・壁、天井及び床面の機器等撤去後の開口部補修及び仕上げ

撤去後の補修
　　　　及び復旧

　※監督職員との協議による　　○行う　　○建築工事

４．共通工事

設置機材等撤去後の補修及び復旧は下記とする。（図面に指示あるものを除く）

一
般
事
項

・壁及び天井面の配線器具等撤去後の埋込位置ボックスの開口部補修及び仕上げ
　※カバープレートによる　　○建築工事

発生材の処理等
再利用・再資源化を図るものは下記とする。
○　　　　　　○

廃材・梱包材等は産廃処分すること。

残土処分

構外搬出する残土の処分は受け入れ承諾書及び証明書で適正に管理すること。

但し、図面に表示無くとも、工事の際に施設の機能上、必要となるものは、

建築基準法施行令第８７条に定めるところによる風圧力に対する性能を確認し、
監督職員の承諾を受けること。（確認範囲には取付部を含む）
建築基準法に基づき定められた風速及び地表面粗度区分

確認対象設備は下記による。

○照明搭　　　　○

風圧力に
　　対する性能

○太陽光発電パネル・架台　○雷保護受雷部　○テレビ共聴用アンテナ・マスト

配管等の耐震支持
電気配線（金属管・金属ダクト・バスダクト等）やケーブルラック等の横引き
配管等は、地震時の設計用水平震度、及び設計用鉛直震度に応じた地震力に

　○電算用電源　○中央監視装置　○ＵＰＳ装置　　　○防災機器
　○受変電盤　　○直流電源装置　○非常用発電装置　○オイルタンク　○交換機　

耐震性能を確認し、監督職員の承諾を受けること。
下記の設計用水平震度及び鉛直震度により、据付ボルト・アンカーボルト等の

耐震の計算及び施工方法については、標準仕様書・標準図及び図面に記載なき

　○太陽光発電用パワコン・蓄電池　　○情報通信ラック　　○

　重要機器・水槽類は、下記による。

上層階

※設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とする。
※＜　　＞内の数値は水槽類（オイルタンク含む）の場合に適用する。
※（　　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

建築設備機器の設計用標準水平震度

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

屋上及び塔屋

中間階

１階及び地下階

設置場所
特定の施設 一般の施設

（１．０）
１．０ ０．６

（１．０）
０．６

（１．０）
０．４

（０．６）

１．０

＜１．５＞ ＜１．０＞ ＜１．０＞ ＜０．６＞

１．５
（１．５）

１．０
（１．５）

１．０
（１．５）

０．６
（１．０）

＜１．５＞ ＜１．０＞ ＜１．０＞ ＜０．６＞

＜２．０＞
（２．０）

＜２．０＞
（２．０）

＜１．５＞
（２．０） （１．５）

２．０ １．５ １．５

＜１．０＞

本施設の分類　　●特定の施設　　○一般の施設

設備機器の耐震支持

施
工

盤類の取付位置は保守スペースを考慮して取付けること。

位置、開き勝手、他設備との兼用等については、建築及び機械設備受注者と

以下の天井内に隠蔽された機材や配線ルート等の設置位置には点検口を設ける。
天井内で作業を行う場合、必要となる場所には点検口を設けること。
十分に調整のこと。

○電気設備工事　　　○建築工事
電気設備用点検口の設置

機材の設置位置、

保守スペース

機材等の取付位置、高さ等の詳細は打合せによる。

　　　　の確保

　　　　及び高さ

塗　装
盤類及び鋼板製プルボックスには指定色塗装を行う。
露出電線管には指定色塗装を行う。

ネーム付スイッチには点滅区分表示を行う。
コンセント用配線器具プレートにはシール等で回路番号・電源種別等表示を行う。
カバープレート及びプルボックス蓋にはシール等で用途別表示を行う。
増設・変更した盤内分岐回路には対応した負荷名称を表示する。

盤類には外扉表面に盤名称、外扉裏面に受注者と設置者（電気設備施工者）ならびに

６．注記、留意事項

設置年月を表記した銘板（エッチングプレート）を取付ける。

・外壁にアンカー打設する時は、ＨＥＰＡフィルター付集塵機で粉塵を吸入させること。

・作業時には適切な保護具を着用すること。
・コア抜きする前には剥離材併用手工具ケレン工法にて石綿含有仕上塗材除去を行うこと。

既存部分の養生　　※行う　　○行わない

予備品等 予備品等は下記による。但し、下記に特記なき予備品は標準仕様書の各項目による。

　ＬＥＤ照明　５％。　但し、器具一体型のＬＥＤ照明は除く。
　ＬＥＤ照明以外　１０％
　数量が１に満たない場合は、数量１以上とする。

環境への配慮

調達方針」により、「グリーン購入法適合品」とする。
建設機械は低騒音・低振動型及び排出ガス対策型を使用すること。

「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」及び「大阪府グリーン

停電作業

養生の方法　　※ビニルシート、合板等　　　○
養　生

期間及び停電範囲については監督職員ならびに施設管理者と協議の上、決定すること。

○必要（図示による）　　※不要
警備監視等の外部移報に対して、停電前に移報先への連絡を行うこと。
復電時に、停電により停止した機器類の動作確認、制御設定等の調整を行うこと。

停電時の施設・機器等への仮設電源対応。

・照明器具ランプ類　　※納入　　○不要

・照明制御用アドレス設定器　　○納入　　○不要

その他 この仕様書に定めのない事項については監督職員及び各関係者と協議の上、決定する。

・発生した粉塵等は、石綿含有産業廃棄物として処理すること。

上記はいずれも最新版とする。

風速（○３０　※３２　○３４）　地表面粗度区分（○　　○　　※　　　○　　）

耐えるよう、Sa種、A種又はB種耐震支持により敷設する。
耐震支持の使用区分や敷設条件は、(標仕 第2編2.1.13)による。 

(標仕 . . ) は標準仕様書、(改標仕 . . ) は改修標準仕様書の当該項目を示す。

労働安全衛生法､ならびに関連諸法令を尊守し､完全に施工のこと。

１.質疑回答書　　　２.現場説明事項　 　３.本特記仕様書
４.設計図書　 　 　５.標準仕様書

・測定方法は、JIS C 7612「照度測定方法」による。但し、学校については、

屋外設置 ※ステンレス製(指定色塗装) ○鋼板製(溶融亜鉛めっき仕上げ、指定色塗装)

サイズを明記）を取付ける。設置場所は、盤・プルボックス・ハンドホール

　 ケーブルラック曲がり角、長い直線途上部　　 空配管入線部
　 点検を要する機器、感知器等　　プルボックス　　 将来用スリーブ孔

　　耐 震 措 置

ものは『建築設備耐震設計・施工指針（2014年版）』による。

工事の着手に先立ち工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画書を作成し, 

監督職員に提出する。(標仕 1.2.2) 左記には、以下の内容を反映し作成すること。
　 工種別施工計画書作成計画　　　承認図提出計画　　　施工図作成計画

当然必要と認められる事項、並びに軽微な変更は､請負金額の変更を行わない。

工事完了に際し､関係諸官公署および､電力､通信事業所等の行う検査、ならびに

電気保安技術者は、(標仕 第1編 1.3.2)による必要な資格又は同等の知識及び経験を

　 施工時間

　 工事中停止させない設備

使用機材等の図書(製作図、試験成績書を含む) は、内容を十分検討した上で、

その他の事前確認事項は、(改標仕 第2編2.1.1)による。

(標仕 1.3.9)発生材の処理等により、適切に処理すること。

○構内敷ならし　 ○構内指定場所にたい積 　●構外搬出適切処置

・R3年4月1日施行の改正大気汚染防止法に基づく対応を行うこと。

改訂 2022年3月

関 連 法 規

優 先 順 位

施 工 計 画 書

申 請 手 続

軽 微 な 変 更

検 査・試 験

施 工 条 件

品 質 管 理

再 使 用 機 材

非 破 壊 検 査

点 検 口

　・空調電源盤を新設し、空調室外機へ電灯配線を接続する。

　・リモコン盤を新設し、搬送ファン用電源線及び、空調機リモコン用制御配線を接続する。

　・運転管理装置を新設し、空調機停止用制御配線を接続する。

　・運転管理装置に情報用配線を接続する。

　・リモコン盤にはコーナーガードを取り付けること。

１ ２ ３

１

２

１ ２ ３
３ ４

アスベスト処理　●行う　〇行わない
対象物　●外壁アスベスト　〇照明・電気機器　○その他（　　）



Ａ２：-

高槻市立阿武山小学校ほか１校体育館ガス式空調設備設置工事

凡例・盤図

Ｅ－２

１０

凡　　例

15
00

ステージＦＬ

リモコン盤 ［タキゲン２００ 鍵付］［盤形式：Ｔ（屋内用壁掛形　メーカー標準仕様）］Ｒ

正面（扉開放） 正面 側面

運転管理装置・拡張ボックス

正面 側面

運転管理装置　仕様

項　目 仕　　様

適用カード ＪＩＳ　Ｘ６３１１準拠ＰＥＴカード

耐久性
カードリーダ／ライタ　１５万パス以上（カード１往復１パスとする）

制御出力リレー　開閉１０万回以上

タッチパネル

リレー接点出力　４系統（各系統にＡ接点出力、Ｂ接点出力）

無料動作中表示灯、有料動作中表示灯、運転中表示灯

大容量コンデンサーによる停電時間計測

（時間計測のみ） 停電後２４時間以上（フル充電状態にて）

入力
ＤＣ１２Ｖ ３Ａ　　　（制御部：ＡＣアダプタ付属）

ＤＣ１２Ｖ ３．３３Ａ（ＰＣ部：ＡＣアダプタ付属）

ディスプレイ：１０．１インチＴＦＴ ＬＣＤ　解像度１２８０×８００

函体 鋼板製・屋内壁掛形

備考

ディスプレイ
タッチパネル：静電容量方式

ＯＳ：Ｗｉｎｄｏｗｓ１０ ＩｏＴ

出力

表示灯

停電時動作

空調リモコン（機械設備工事）×４個

500 500 160

※寸法は参考

50
0

４００

４
０
０

２００

カード挿入口

ディスプレイ（タッチパネル）

リモコン盤・運転管理装置・拡張ボックス取付図（参考）

運転管理装置 リモコン盤

（ＭＭ１Ａ－１個用ボックスに取付）

［運転管理装置内取付］

搬送ファンスイッチ（ＰＬＳｗ（ネーム付）×２）×２

埋込コンセント（２Ｐ１５ＡＥ×２）

参考品番 東亜電子工業（株）　ＡＣＣ１相当品

拡張ボックス

４
０
０

運転管理装置

拡張ボックス

拡張ボックス　仕様

項　目 仕　　様

電源 入力：ＡＣ１００Ｖ－２４０Ｖ　６０Ｈｚ　０．９Ａ

出力：ＤＣ１２Ｖ　３．０Ａ

空調機器接続端子台　×４：空調設備等への信号接続用

　　　　　　　　　　　　　※空調機器信号切替スイッチ付とする。

函体 鋼板製・屋内壁掛形

備考

参考品番 東亜電子工業（株）　ＡＣＣ１－（ＥＢ）相当品

（ＡＣアダプター）

出力
リレー接点出力　４系統（各系統ともにＣ接点出力）

接点定格負荷：ＤＣ２４Ｖ　１Ａ（抵抗負荷時）

内部機器
拡　張　端　子　台　×４：運転管理装置からの信号接続用

・ＵＰＳ（設定含む）、系統設定は１系統とすること。

有料決済は、ＰＥＴカード又はＱＲコード決済ができるものとする。

・運転管理装置と拡張ボックスとの信号線布設・接続

　ＵＰＳの接続も含め機能構成すること。

空調室内機（機械設備工事）

露出配管配線

プルボックス

エア搬送ファン（機械設備工事）

立上り、素通し、立下げ

体育館空調電源盤

電灯分電盤

リモコン盤

（Ｅサイズ）

（Ｆ２ＷＰサイズ）

（Ｃサイズ）

ねじなし電線管

ビニル被覆金属可とう電線管（防水）

薄鋼電線管

Ｒ

運転管理装置

２００×２００×１００

３００×３００×２００

４００×４００×３００

２１

３２

４３

サ　イ　ズ

プルボックス寸法表

記　号

配管支持材

５００×５００×３００５３

（既設）

埋込コンセント（非常用コンセント） ２Ｐ１５ＡＥ×２（赤）　金属プレート付（露出スイッチボックスに取付）

自立ユニット（機械設備工事）

空調室外機（機械設備工事）

（注記）

２．本図は改修後を示し、特記なき限り濃い線で示すものを新設とし、薄点線で示すものは既設又は機械設備工事とする。

３．電動機への接続部は金属製可とう電線管（防水）にて保護のこと。

１．既設体育館分電盤から新設体育館空調電源盤、自立ユニット、室外機への電源送りルートは空調機メーカーにより異なるため参考図とする。

４．室内機と搬送ファンの電源接続はケーブル配線とし、スパイラルチューブで保護すること。

ＡＰ 無線アクセスポイント （既設）

埋込コンセント ２Ｐ１５ＡＥ×２　金属プレート付（ＭＭ１Ａ－１個用スイッチボックスに取付）２Ｅ

２Ｅ（赤）

自立運転切替スイッチ（機械設備工事）

（Ｓ付記はセパレータ付）

鋼板製・塗装有 （ＷＰ付記は防水型ＳＵＳ製）

壁貫通補修工事（ダイヤドリル貫通）

接地工事 銅被覆接地棒打込式　１４φ１５００Ｌ×２連以上、接地極埋設標共

φｎは貫通サイズ（壁厚１５０・床厚１５０）φｎ φｎ

遠隔制御アダプタ（機械設備工事）ＡＤ

記　号 名　称 備　考

開閉器盤Ｓ

地中埋設配管配線

２００×２００×２００２２

塗装共

塗装共

50
0

自立運転切替スイッチＡ・Ｂ

非常コンセント（赤）
（２Ｐ１５ＡＥ×２）×２



ＡＣ回路　１φ３Ｗ１００／２００Ｖ

分電盤・開閉器盤　参考結線図

１０１ １０２

１０ｎ １０ｎ

２０１ ２０２

２０ｎ ２０ｎ

１

電　圧

１００幹線サイズ ２００

その他
付属品

分岐開閉器

ＡＦ種別 Ｐ ＡＴ

負荷名称（Ｖ）盤形式
盤名称

電源種別・スケルトン方式・主幹開閉器
負荷容量
（ＶＡ）

回路
番号幹線番号

盤形式：Ｔ

体育館空調電源盤

（屋外ステンレス製）
（メーカー標準塗装）

２０１

２０２

ＥＬＣＢ

ＥＬＣＢ

ＥＭ－ＣＥ１４□－２Ｃ

２，８５６

２，８５６ 自立ユニットＡ

自立ユニットＢ

５，７１２合計

２ ２０５０

２ ２０５０

１０１

１０２

２ ２０５０ＭＣＣＢ

２ ２０５０ＭＣＣＢ

５６８ 搬送ファン（Ｆ１～４）

合計

２００１０３ ２ ２０５０ＭＣＣＢ 運転管理装置

非常コンセントＡ

１０４

１０５

２ ２０５０ＭＣＣＢ

２ ２０５０ＭＣＣＢ

５６８ 搬送ファン（Ｆ５～８）

合計

非常コンセントＢ

２００１０６ ２ ２０５０ＭＣＣＢ 予備

ＥＴ（ＥＤ）

ＥＴ（ＥＤ（ＥＬＢ））

１φ２Ｗ
ＡＣ回路

２００Ｖ

１φ２Ｗ
ＡＣ回路

１００Ｖ

１φ２Ｗ
ＡＣ回路

１００Ｖ

ＥＭ－ＣＥ５．５□－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥ５．５□－２Ｃ

自立ユニットＡ

１．回路番号

　　　１００Ｖ回路　　　ＡＣ１００Ｖ

２．分岐配線用遮断器はＪＩＳ協約型１Ｐサイズで２Ｐ２Ｅのものとする。

３．盤の材質は屋内が露出型鋼板製とし、屋外が防水型ＳＵＳ製（塗装共）とし、国土交通省仕様品とする。

４．盤形式表記は下記とする。

　　　Ｇ：一般形　埋込形　　　　　　　　　　Ｄ：一般形　露出壁掛形　外扉なし（中扉のみ）

　　　Ｔ：一般形　露出壁掛形　外扉あり　　　Ｖ：一般形　自立形

５．盤表面に盤名称のネームプレートを取付のこと。

６．分岐負荷用ネームプレートは１００Ｖは白地、２００Ｖは桃地とする。

７．盤記号

配線用遮断器・漏電遮断器

外部配線端子

１０１ ～ １０ｎ

　　　２００Ｖ回路　　　ＡＣ２００Ｖ ２０１ ～ ２０ｎ

注　　記

ＮＰ

700

1
2
0
0

200

正面 側面

８．図示する盤姿図、寸法は参考とする。

（下方より入線）

（下方より入線）

（下方より入線）

Ａ２：-

高槻市立阿武山小学校ほか１校体育館ガス式空調設備設置工事 

［阿武山小学校］盤結線図

Ｅ－３

１０

ＡＣ回路　１φ３Ｗ１００／２００Ｖ

体育館空調電源盤

ＭＣＣＢ ２Ｐ
５０／４０ＡＴ

ＭＣＣＢ ３Ｐ
２２５／１５０ＡＴ

（２００Ｖ）

既設体育館分電盤結線図

ＥＴ（ＥＤ）

ＥＴ（ＥＤ（ＥＬＢ））

ＭＣＣＢ

ＭＣＣＢ

Ｔｒ１φ２Ｗ　１．５ｋＶＡ
２００Ｖ／１００Ｖ

自立ユニット内切替部結線図（参考図）（機械設備工事）Ａ Ｂ・

１．主幹二次側より、体育館空調電源盤の電源を取り出すこと。

２．　　　　　は新設部分を示し、　　　　　は既設部分を示す。

３．本工事着手前に監督員、学校と打合せを行い、十分調査の上施工すること。

（注記）

ＥＬＣＢ
２Ｐ３０Ａ

室外機より
自立発電出力
１φ２Ｗ２００Ｖ

常用電源
１φ２Ｗ　２００Ｖ

１．自立ユニットは空調機メーカーにより異なるので、本図は参考図とする。

（注記）

回路
番号

電　圧
配線用遮断器

定格電流
負　荷　名　称

負荷容量
（ＶＡ）

２０１

１０１

２００Ｖ

２００Ｖ

１００Ｖ

２Ｐ５０ＡＦ１０ＡＴ

２Ｐ５０ＡＦ２０ＡＴ

室外機（冷房１．２６ｋＷ）

室内機電源（４台）

体育館空調電源盤

７２８

１，２６０

　単線結線図（参考図）　

空きスペースに設置
（盤加工共）

８００

８００

１，５６８

１，５６８

１，５６８

３，５５６



既設体育館分電盤

Ｒ

２Ｅ ２Ｅ

体育館空調電源盤

自立ユニットＡ 自立ユニットＢ

ＧＨＰ

１

ＧＨＰ

２

ＥＤ

（ＥＬＢ）

２２Ｓ
ＧＨＰ

２－４

Ｆ

８

２１Ｓ

Ａ１

３．５

ＧＨＰ

２－３

Ｆ

７

２１Ｓ

３．５

ＧＨＰ

２－２

Ｆ

６

２２Ｓ

Ａ１

３．５

ＧＨＰ

２－１

Ｆ

５

２２Ｓ

Ａ２
３．５

１６ １５ １４ １３

２１Ｓ

Ａ１

３．５

２１Ｓ

３．５

２２Ｓ

Ａ１

３．５

２２Ｓ

３．５
２０ １９ １８ １７

ＧＨＰ

１－４

Ｆ

４

ＧＨＰ

１－３

Ｆ

３

ＧＨＰ

１－２

Ｆ

２

ＧＨＰ

１－１

Ｆ

１

既設無線アクセスポイント

体育館空調電源盤送り主幹２次側より分岐

４

６

５ ７

配管配線リスト

８

１

９３

１０

１１

１７

２１

電灯コンセント設備　系統図

リモコン盤運転管理装置

非常用コンセントＡ，Ｂ
自立運転切替スイッチＡ，Ｂ

５３ＷＰＳ ５３Ｓ

記号 区　分 配　管　配　線 区　間

体育館空調電源盤電源 ＥＭ－ＣＥ１４□－２Ｃ，ＥＤ２．０ （Ｅ３９） 既設体育館分電盤 体育館空調電源盤（自立ユニットＡ，Ｂ）１

自立ユニットＡ電源 ＥＭ－ＣＥ８□－２Ｃ，ＥＤ２．０，ＥＤ（ＥＬＢ）２．０ 体育館空調電源盤 自立ユニットＡ

体育館空調電源盤電源 ＥＭ－ＣＥ５．５□－２Ｃ 自立ユニットＡ 体育館空調電源盤（搬送ファン，コンセント，運転管理装置）

自立運転信号 ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－６Ｃ 自立運転切替スイッチＡ 自立ユニットＡ

室外機電源 ＥＭ－ＣＥ５．５□－２Ｃ，ＥＤ２．０，ＥＤ（ＥＬＢ）２．０ （Ｆ２ＷＰ－３０） 自立ユニットＡ 空調室外機（ＧＨＰ－１）

自立運転信号 ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－６Ｃ 自立ユニットＡ 空調室外機（ＧＨＰ－１）

自立ユニットＢ電源 ＥＭ－ＣＥ８□－２Ｃ，ＥＤ２．０，ＥＤ（ＥＬＢ）２．０ 体育館空調電源盤 自立ユニットＢ

体育館空調電源盤電源 ＥＭ－ＣＥ５．５□－２Ｃ 自立ユニットＢ 体育館空調電源盤（搬送ファン，コンセント）

自立運転信号 ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－６Ｃ （Ｃ２５）（Ｆ２ＷＰ－２４） 自立運転切替スイッチＢ 自立ユニットＢ

室外機電源 ＥＭ－ＣＥ５．５□－２Ｃ，ＥＤ２．０，ＥＤ（ＥＬＢ）２．０ （Ｆ２ＷＰ－３０） 自立ユニットＢ 空調室外機（ＧＨＰ－２）

自立運転信号 ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－６Ｃ （Ｆ２ＷＰ－２４） 自立ユニットＢ 空調室外機（ＧＨＰ－２）

（Ｃ５１）（Ｆ２ＷＰ－５０）

（Ｃ５１）（Ｆ２ＷＰ－５０）

２０１

２０２

接地ＥＤ（ＥＬＢ） ＥＭ－ＩＥ２．０ （ＶＥ１６） 体育館空調電源盤 接地極

体育館空調電源盤電源 ＥＭ－ＣＥ１４□－２Ｃ，ＥＤ２．０ 既設体育館分電盤 体育館空調電源盤（自立ユニットＡ，Ｂ）

搬送ファン電源

運転管理装置電源

非常用コンセント

ＥＭ－ＣＥ５．５□－２Ｃ×２

ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ×２

ＥＭ－ＣＥ３．５□－３Ｃ

体育館空調電源盤 リモコン盤

体育館空調電源盤 非常コンセントＡ，Ｂ

体育館空調電源盤 運転管理装置

１０２

１０１

１０３

１０４

１０５

自立運転信号 ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－６Ｃ×２ 自立運転切替スイッチＡ，Ｂ 自立ユニットＡ，Ｂ（Ｅ３９）

（Ｅ６３）２

３

５

搬送ファン電源 ＥＭ－ＣＥ５．５□－２Ｃ×２ 体育館空調電源盤 リモコン盤

搬送ファン電源 ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ×４ リモコン盤 搬送ファン（Ｆ１～８）

空調リモコン信号 ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃ×４ リモコン盤 空調室内機（ＧＨＰ１－１～２－４）

非常用コンセント ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ×２，ＥＤ２．０ 体育館空調電源盤 非常コンセントＡ，Ｂ

１０１ １０４（Ｅ６３）

１０２ １０５

（Ｅ３９）

非常用コンセント ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ×２，ＥＤ２．０ （Ｅ２５） 体育館空調電源盤 非常コンセントＡ，Ｂ１０２ １０５

運転管理装置電源 ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ 体育館空調電源盤 運転管理装置１０３

空調発停信号 ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ×４ 運転管理装置 空調室内機（ＧＨＰ１－１～２－４）

構内情報 ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ） 運転管理装置 既設無線アクセスポイント

（Ｅ３９）

（Ｅ１９）

自立運転信号 ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－６Ｃ 自立運転切替スイッチＡ 自立ユニットＡ（Ｅ２５）

自立運転信号 自立運転切替スイッチＢ 自立ユニットＢ（Ｅ２５）ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－６Ｃ

４

６

７

８

９

１０

１１

１２

（Ｃ２５）（Ｆ２ＷＰ－２４）

（Ｆ２ＷＰ－２４）

区　分 配　管　配　線 区　間

１３

（注記）

１．本図は改修後を示し、特記なき限り濃い線で示すものを新設とし、薄点線で示すものは既設又は別途工事とする。

２．電動機への接続部は金属製可とう電線管にて保護のこと。

３．特記なき配管配線は下記とする。

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃ （Ｅ１９）空調リモコンＡ１

Ａ２ ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃ×２

（Ｅ１９）空調発停信号

（Ｅ２５）空調リモコン

ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ （Ｅ２５）搬送ファン電源３．５

搬送ファン電源

空調リモコン信号

空調発停信号

ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ×２

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃ×２

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ×２

（Ｅ３９）

（Ｅ３１）

リモコン盤 空調室内機（ＧＨＰ１－１～１－４）

リモコン盤 搬送ファン（Ｆ１～４）

運転管理装置 空調室内機（ＧＨＰ１－１～１－４）

搬送ファン電源

空調リモコン信号

空調発停信号

ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ

（Ｅ２５）

（Ｅ２５）

リモコン盤 空調室内機（ＧＨＰ１－３，１－４）

リモコン盤 搬送ファン（Ｆ３，４）

運転管理装置 空調室内機（ＧＨＰ１－３，１－４）

空調リモコン信号

空調発停信号

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃ×２

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ×２

リモコン盤 空調室内機（ＧＨＰ２－１～２－４）

搬送ファン電源

空調リモコン信号

空調発停信号

ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ

（Ｅ２５）

リモコン盤 空調室内機（ＧＨＰ２－３，２－４）

リモコン盤 搬送ファン（Ｆ７，８）

運転管理装置 空調室内機（ＧＨＰ２－３，２－４）

運転管理装置 既設無線アクセスポイント

１３

搬送ファン電源 ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ×２ （Ｅ３１） リモコン盤 搬送ファン（Ｆ２～４）

１５

１６ 搬送ファン電源 ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ （Ｅ２５） リモコン盤 搬送ファン（Ｆ４）

１７

１８

搬送ファン電源 ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ×２ （Ｅ３１） リモコン盤 搬送ファン（Ｆ５～８）

１９

搬送ファン電源 ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ×２ （Ｅ３１） リモコン盤 搬送ファン（Ｆ６～８）

２０

２１

搬送ファン電源 ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ （Ｅ２５） リモコン盤 搬送ファン（Ｆ８）

空調リモコン信号 ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃ×２ （Ｅ３９） リモコン盤 空調室内機（ＧＨＰ１－２～１－４）

空調リモコン信号 ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃ （Ｅ１９） リモコン盤 空調室内機（ＧＨＰ１－４）

空調リモコン信号 ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃ×２ リモコン盤 空調室内機（ＧＨＰ２－２～２－４）

空調リモコン信号 ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃ リモコン盤 空調室内機（ＧＨＰ２－４）

空調発停信号 ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ 運転管理装置 空調室内機（ＧＨＰ１－３，１－４）

運転管理装置 空調室内機（ＧＨＰ２－１～２－４）

（Ｅ３９）

（Ｅ３９）

空調発停信号 ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ 運転管理装置 空調室内機（ＧＨＰ２－３，２－４）

（Ｅ２５）

（Ｅ１９）

構内情報 ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ） （Ｅ１９）

ＡＰ

ＡＤ

Ａ２

ＡＤ

Ａ２

ＡＤ

Ａ２

ＡＤ

ＡＤ 遠隔制御アダプタ （機械設備工事）

５３ＷＰＳ５３ＷＰＳ

１２

２２Ｓ２２Ｓ

３

Ａ２：-

高槻市立阿武山小学校ほか１校体育館ガス式空調設備設置工事 

［阿武山小学校］電灯コンセント設備　系統図

Ｅ－４

１０

５３ＷＰＳ

３ ３

５３Ｓ

３２Ｓ

２２Ｓ

２２Ｓ ２２Ｓ ２２Ｓ

２２Ｓ ２２Ｓ

２２Ｓ ２２Ｓ

１３１７１７

１３

３２

２ １７

１７

体育館空調電源盤電源 ＥＭ－ＣＥ１４□－２Ｃ，ＥＤ２．０ 既設体育館分電盤 体育館空調電源盤（自立ユニットＡ，Ｂ）

搬送ファン電源

運転管理装置電源

非常用コンセント

ＥＭ－ＣＥ５．５□－２Ｃ×２

ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ×２

ＥＭ－ＣＥ３．５□－３Ｃ

体育館空調電源盤 リモコン盤

体育館空調電源盤 非常コンセントＡ，Ｂ

体育館空調電源盤 運転管理装置

１０２

１０１

１０３

１０４

１０５

自立運転信号 ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－６Ｃ×２ 自立運転切替スイッチＡ，Ｂ 自立ユニットＡ，Ｂ（Ｃ３９）

（Ｃ６３）

１４

記号

１ＦＬ

ＧＬ ６
０

０
２

５
０

０
３

７
０

０

２ＦＬ

２２Ｓ
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女子ＷＣ

男子ＷＣ

男子更衣室

女子更衣室

玄関ホール

控室

調整室

47,000
11,000

Ｎ

１階平面図　　　１／１００

１０

Ｅ-５

［阿武山小学校］電灯コンセント設備　体育館１階平面図

高槻市立阿武山小学校ほか１校体育館ガス式空調設備設置工事 

Ａ２：１／１００

ＧＨＰ

２

ＧＨＰ

１

自立ユニットＡ 自立ユニットＢ

体育館空調電源盤

ＥＤ
（ＥＬＢ）

８

５３ＷＰＳ

５３ＷＰＳ
５３ＷＰＳ

５３ＷＰＳ ５３Ｓ

φ５０×３

φ５０

５３Ｓ

３２Ｓ

２２Ｓ

２２Ｓ ２２Ｓ

φ５０×２

既設体育館分電盤
３２

ＡＰ

Ｒ ２Ｅ
×２

既設無線アクセスポイント

運転管理装置 リモコン盤

非常用コンセントＡ・Ｂ

自立運転切替スイッチＡ・Ｂ

２２Ｓ

２２Ｓ

φ５０×２

２２Ｓ

φ５０×２

２２Ｓ ２２Ｓ

φ５０×２

３

３

３

２１

９

１０

１１

１

１３

１３

１７

１７

１７

１７

１７２

１２

φ５０

φ７５

１．図中記号は下記とする。

（注記）

配管用ブロック（Ｌ＝３００）

配管支持材（ＳＵＳダクターチャンネル相当品）

Ｂ

Ｃ 配管用ブロック（Ｌ＝４５０）

Ｃ Ｂ Ｂ

７５

６

４
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２階平面図　　　１／１００

１０

Ｅ-６

［阿武山小学校］電灯コンセント設備　体育館２階平面図

高槻市立阿武山小学校ほか１校体育館ガス式空調設備設置工事 

Ａ２：１／１００

ＧＨＰ

１－１

Ｆ

１

ア

ア

ＧＨＰ

１－２

Ｆ

２

ア

ア

ＧＨＰ

１－３

Ｆ

３

イ

イ

ＧＨＰ

１－４

Ｆ

４

イ

イ

ＧＨＰ

２－１

Ｆ

５ ウ

ウ

ＧＨＰ

２－２

Ｆ

６ ウ

ウ

ＧＨＰ

２－３

Ｆ

７ エ

エ

ＧＨＰ

２－４

Ｆ

８ エ

エ

２０

２２Ｓ

２２Ｓ

１７

１７

２２Ｓ

２２Ｓ

１７

１３

３．５

ＡＤ

３．５

Ａ１

３．５

ＡＤ

３．５

Ａ１

Ａ１

３．５

Ａ１

３．５

ＡＤ

３．５３．５

ＡＤ

１８ １９１７

Ａ２Ａ２
２１Ｓ２２Ｓ

２１Ｓ
２２Ｓ

２２Ｓ ２２Ｓ ２１Ｓ
２１Ｓ

Ａ２ Ａ２

天井内敷設 天井内敷設 天井内敷設 天井内敷設

１６１５１４１３

天井内敷設 天井内敷設 天井内敷設 天井内敷設



ＡＣ回路　１φ３Ｗ１００／２００Ｖ

分電盤・開閉器盤　参考結線図

１０１ １０２

１０ｎ １０ｎ

２０１ ２０２

２０ｎ ２０ｎ

１

電　圧

１００幹線サイズ ２００

その他
付属品

分岐開閉器

ＡＦ種別 Ｐ ＡＴ

負荷名称（Ｖ）盤形式
盤名称

電源種別・スケルトン方式・主幹開閉器
負荷容量
（ＶＡ）

回路
番号幹線番号

盤形式：Ｔ

体育館空調電源盤

（屋外ステンレス製）
（メーカー標準塗装）

２０１

２０２

ＥＬＣＢ

ＥＬＣＢ

ＥＭ－ＣＥ３８□－２Ｃ

２，８５６

自立ユニットＡ

自立ユニットＢ

５，７１２合計

２ ２０５０

２ ２０５０

１０１

１０２

２ ２０５０ＭＣＣＢ

２ ２０５０ＭＣＣＢ

５６８ 搬送ファン（Ｆ１～４）

合計

２００１０３ ２ ２０５０ＭＣＣＢ 運転管理装置

非常コンセントＡ

１０４

１０５

２ ２０５０ＭＣＣＢ

２ ２０５０ＭＣＣＢ

５６８ 搬送ファン（Ｆ５～８）

合計

非常コンセントＢ

２００１０６ ２ ２０５０ＭＣＣＢ 予備

ＥＴ（ＥＤ）

ＥＴ（ＥＤ（ＥＬＢ））

ＡＣ回路　１φ３Ｗ１００／２００Ｖ

体育館空調電源盤

ＭＣＣＢ ２Ｐ
５０／４０ＡＴ

ＭＣＣＢ ３Ｐ
１００／１００ＡＴ

（２００Ｖ）

既設体育館分電盤結線図

ＥＴ（ＥＤ）

ＥＴ（ＥＤ（ＥＬＢ））

ＭＣＣＢ

ＭＣＣＢ

Ｔｒ１φ２Ｗ　１．５ｋＶＡ
２００Ｖ／１００Ｖ

自立ユニット内切替部結線図（参考図）（機械設備工事）Ａ Ｂ・

１φ２Ｗ
ＡＣ回路

２００Ｖ

１φ２Ｗ
ＡＣ回路

１００Ｖ

１φ２Ｗ
ＡＣ回路

１００Ｖ

ＥＭ－ＣＥ５．５□－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥ５．５□－２Ｃ

自立ユニットＡ

１．回路番号

　　　１００Ｖ回路　　　ＡＣ１００Ｖ

２．分岐配線用遮断器はＪＩＳ協約型１Ｐサイズで２Ｐ２Ｅのものとする。

３．盤の材質は屋内が露出型鋼板製とし、屋外が防水型ＳＵＳ製（塗装共）とし、国土交通省仕様品とする。

４．盤形式表記は下記とする。

　　　Ｇ：一般形　埋込形　　　　　　　　　　Ｄ：一般形　露出壁掛形　外扉なし（中扉のみ）

　　　Ｔ：一般形　露出壁掛形　外扉あり　　　Ｖ：一般形　自立形

５．盤表面に盤名称のネームプレートを取付のこと。

６．分岐負荷用ネームプレートは１００Ｖは白地、２００Ｖは桃地とする。

７．盤記号

配線用遮断器・漏電遮断器

外部配線端子

１０１ ～ １０ｎ

　　　２００Ｖ回路　　　ＡＣ２００Ｖ ２０１ ～ ２０ｎ

注　　記

ＮＰ

700

1
2
0
0

200

正面 側面

８．図示する盤姿図、寸法は参考とする。

１．主幹二次側より、体育館空調電源盤の電源を取り出すこと。

２．　　　　　は新設部分を示し、　　　　　は既設部分を示す。

３．本工事着手前に監督員、学校と打合せを行い、十分調査の上施工すること。

（注記）

ＥＬＣＢ
２Ｐ３０Ａ

室外機より
自立発電出力
１φ２Ｗ２００Ｖ

常用電源
１φ２Ｗ　２００Ｖ

１．自立ユニットは空調機メーカーにより異なるので、本図は参考図とする。

（注記）

回路
番号

電　圧
配線用遮断器

定格電流
負　荷　名　称

負荷容量
（ＶＡ）

２０１

１０１

２００Ｖ

２００Ｖ

１００Ｖ

２Ｐ５０ＡＦ１０ＡＴ

２Ｐ５０ＡＦ２０ＡＴ

室外機（冷房１．２６ｋＷ）

室内機電源（４台）

体育館空調電源盤

７２８

１，２６０

　単線結線図（参考図）　

（下方より入線）

（下方より入線）

（下方より入線）

Ａ２：-

高槻市立阿武山小学校ほか１校体育館ガス式空調設備設置工事

［北日吉台小学校］盤結線図

Ｅ－７

１０

空きスペースに設置
（盤加工共）

８００

８００

２，８５６

１，５６８

１，５６８

３，５５６

１，５６８



既設体育館分電盤

Ｒ

２Ｅ ２Ｅ

体育館空調電源盤

自立ユニットＡ 自立ユニットＢ

ＧＨＰ

１

ＧＨＰ

２

ＥＤ

（ＥＬＢ）

５３Ｓ

５３Ｓ

２２Ｓ

ＧＨＰ

２－４

Ｆ

８

５３Ｓ

Ａ１

３．５

ＧＨＰ

２－３

Ｆ

７

５３Ｓ

３．５

ＧＨＰ

２－２

Ｆ

６

５３Ｓ

Ａ１

３．５

ＧＨＰ

２－１

Ｆ

５

５３Ｓ

Ａ２
３．５

１７ １６ １５ １４

２１Ｓ

Ａ１

３．５

２１Ｓ

３．５

２２Ｓ

Ａ１

３．５

２２Ｓ

３．５
２１ ２０ １９ １８

ＧＨＰ

１－４

Ｆ

４

ＧＨＰ

１－３

Ｆ

３

ＧＨＰ

１－２

Ｆ

２

ＧＨＰ

１－１

Ｆ

１

２２Ｓ

既設無線アクセスポイント

体育館空調電源盤送り主幹２次側より分岐

４

６

５ ７

配管配線リスト

８

１

９

１０３

１１

１２

１８

１８

２２

電灯コンセント設備　系統図

非常用コンセントＡ，Ｂ
自立運転切替スイッチＡ，Ｂ

５３ＷＰＳ

５３Ｓ ５３Ｓ

２２Ｓ２２Ｓ

記号 区　分 配　管　配　線 区　間

体育館空調電源盤電源 ＥＭ－ＣＥ３８□－２Ｃ，ＥＤ２．０ （Ｅ５１） 既設体育館分電盤 体育館空調電源盤（自立ユニットＡ，Ｂ）１

自立ユニットＡ電源 ＥＭ－ＣＥ１４□－２Ｃ，ＥＤ２．０，ＥＤ（ＥＬＢ）２．０ 体育館空調電源盤 自立ユニットＡ

体育館空調電源盤電源 ＥＭ－ＣＥ５．５□－２Ｃ 自立ユニットＡ 体育館空調電源盤（搬送ファン，コンセント，運転管理装置）

自立運転信号 ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－６Ｃ 自立運転切替スイッチＡ 自立ユニットＡ

室外機電源 ＥＭ－ＣＥ５．５□－２Ｃ，ＥＤ２．０，ＥＤ（ＥＬＢ）２．０ （Ｆ２ＷＰ－３０） 自立ユニットＡ 空調室外機（ＧＨＰ－１）

自立運転信号 ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－６Ｃ 自立ユニットＡ 空調室外機（ＧＨＰ－１）

自立ユニットＢ電源 ＥＭ－ＣＥ１４□－２Ｃ，ＥＤ２．０，ＥＤ（ＥＬＢ）２．０ 体育館空調電源盤 自立ユニットＢ

体育館空調電源盤電源 ＥＭ－ＣＥ５．５□－２Ｃ 自立ユニットＢ 体育館空調電源盤（搬送ファン，コンセント）

自立運転信号 ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－６Ｃ （Ｃ２５）（Ｆ２ＷＰ－２４） 自立運転切替スイッチＢ 自立ユニットＢ

室外機電源 ＥＭ－ＣＥ５．５□－２Ｃ，ＥＤ２．０，ＥＤ（ＥＬＢ）２．０ （Ｆ２ＷＰ－３０） 自立ユニットＢ 空調室外機（ＧＨＰ－２）

自立運転信号 ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－６Ｃ （Ｆ２ＷＰ－２４） 自立ユニットＢ 空調室外機（ＧＨＰ－２）

（Ｃ５１）（Ｆ２ＷＰ－５０）

（Ｃ５１）（Ｆ２ＷＰ－５０）

２０１

２０２

接地ＥＤ（ＥＬＢ） ＥＭ－ＩＥ２．０ （ＶＥ１６） 体育館空調電源盤 接地極

体育館空調電源盤電源 ＥＭ－ＣＥ３８□－２Ｃ，ＥＤ２．０ 既設体育館分電盤 体育館空調電源盤（自立ユニットＡ，Ｂ）

搬送ファン電源

運転管理装置電源

非常用コンセント

ＥＭ－ＣＥ５．５□－２Ｃ×２

ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ×２

ＥＭ－ＣＥ３．５□－３Ｃ

体育館空調電源盤 リモコン盤

体育館空調電源盤 非常コンセントＡ，Ｂ

体育館空調電源盤 運転管理装置

１０２

１０１

１０３

１０４

１０５

自立運転信号 ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－６Ｃ×２ 自立運転切替スイッチＡ，Ｂ 自立ユニットＡ，Ｂ（Ｅ３９）

（Ｅ７５）２

３

５

搬送ファン電源

運転管理装置電源

非常用コンセント

ＥＭ－ＣＥ５．５□－２Ｃ×２

ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ×２，ＥＤ２．０

ＥＭ－ＣＥ３．５□－３Ｃ

体育館空調電源盤 リモコン盤

体育館空調電源盤 非常コンセントＡ，Ｂ

体育館空調電源盤 運転管理装置

自立運転信号 ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－６Ｃ×２ 自立運転切替スイッチＡ，Ｂ 自立ユニットＡ，Ｂ

１０２

１０１

１０３

１０４

１０５

（Ｅ５１）

（Ｅ３９）

搬送ファン電源 ＥＭ－ＣＥ５．５□－２Ｃ×２ 体育館空調電源盤 リモコン盤

搬送ファン電源 ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ×４ リモコン盤 搬送ファン（Ｆ１～８）

空調リモコン信号 ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃ×４ リモコン盤 空調室内機（ＧＨＰ１－１～２－４）

非常用コンセント ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ×２，ＥＤ２．０ 体育館空調電源盤 非常コンセントＡ，Ｂ

１０１ １０４（Ｅ６３）

１０２ １０５

（Ｅ３９）

非常用コンセント ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ×２，ＥＤ２．０ （Ｅ２５） 体育館空調電源盤 非常コンセントＡ，Ｂ１０２ １０５

運転管理装置電源 ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ 体育館空調電源盤 運転管理装置１０３

空調発停信号 ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ×４ 運転管理装置 空調室内機（ＧＨＰ１－１～２－４）

構内情報 ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ） 運転管理装置 既設無線アクセスポイント

（Ｅ３９）

（Ｅ１９）

自立運転信号 ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－６Ｃ 自立運転切替スイッチＡ 自立ユニットＡ（Ｅ２５）

自立運転信号 自立運転切替スイッチＢ 自立ユニットＢ（Ｅ２５）ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－６Ｃ

４

６

７

８

９

１０

１１

１２

（Ｃ２５）（Ｆ２ＷＰ－２４）

（Ｆ２ＷＰ－２４）

区　分 配　管　配　線 区　間

１４

１３

（注記）

１．本図は改修後を示し、特記なき限り濃い線で示すものを新設とし、薄点線で示すものは既設又は別途工事とする。

２．電動機への接続部は金属製可とう電線管にて保護のこと。

３．特記なき配管配線は下記とする。

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃ （Ｅ１９）空調リモコンＡ１

Ａ２ ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃ×２

（Ｅ１９）空調発停信号

（Ｅ２５）空調リモコン

ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ （Ｅ２５）搬送ファン電源３．５

搬送ファン電源

空調リモコン信号

空調発停信号

ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ×２

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃ×２

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ×２

（Ｅ３９）

（Ｅ３１）

リモコン盤 空調室内機（ＧＨＰ１－１～１－４）

リモコン盤 搬送ファン（Ｆ１～４）

運転管理装置 空調室内機（ＧＨＰ１－１～１－４）

搬送ファン電源

空調リモコン信号

空調発停信号

ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ

（Ｅ２５）

（Ｅ２５）

リモコン盤 空調室内機（ＧＨＰ１－３，１－４）

リモコン盤 搬送ファン（Ｆ３，４）

運転管理装置 空調室内機（ＧＨＰ１－３，１－４）

空調リモコン信号

空調発停信号

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃ×２

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ×２

リモコン盤 空調室内機（ＧＨＰ２－１～２－４）

搬送ファン電源

空調リモコン信号

空調発停信号

ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ

（Ｅ２５）

リモコン盤 空調室内機（ＧＨＰ２－３，２－４）

リモコン盤 搬送ファン（Ｆ７，８）

運転管理装置 空調室内機（ＧＨＰ２－３，２－４）

運転管理装置 既設無線アクセスポイント

１４

搬送ファン電源 ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ×２ （Ｅ３１） リモコン盤 搬送ファン（Ｆ２～４）１５

１６

搬送ファン電源 ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ （Ｅ２５） リモコン盤 搬送ファン（Ｆ４）１７

１８ 搬送ファン電源 ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ×２ （Ｅ３１） リモコン盤 搬送ファン（Ｆ５～８）

１９ 搬送ファン電源 ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ×２ （Ｅ３１） リモコン盤 搬送ファン（Ｆ６～８）

２０

２１ 搬送ファン電源 ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ （Ｅ２５） リモコン盤 搬送ファン（Ｆ８）

２２

空調リモコン信号 ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃ×２ （Ｅ３９） リモコン盤 空調室内機（ＧＨＰ１－２～１－４）

空調リモコン信号 ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃ （Ｅ１９） リモコン盤 空調室内機（ＧＨＰ１－４）

空調リモコン信号 ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃ×２ リモコン盤 空調室内機（ＧＨＰ２－２～２－４）

空調リモコン信号 ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃ リモコン盤 空調室内機（ＧＨＰ２－４）

空調発停信号 ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ 運転管理装置 空調室内機（ＧＨＰ１－３，１－４）

運転管理装置 空調室内機（ＧＨＰ２－１～２－４）

（Ｅ３９）

（Ｅ３９）

空調発停信号 ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ 運転管理装置 空調室内機（ＧＨＰ２－３，２－４）

（Ｅ２５）

（Ｅ１９）

構内情報 ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ） （Ｅ１９）

ＡＰ

ＡＤ

Ａ２

ＡＤ

Ａ２

ＡＤ

Ａ２

ＡＤ

ＡＤ 遠隔制御アダプタ （機械設備工事）

５３ＷＰＳ

５３Ｓ

５３ＷＰＳ

５３Ｓ

５３Ｓ

５３Ｓ

１３

２２Ｓ２２Ｓ２２Ｓ
３

２

Ａ２：-

高槻市立阿武山小学校ほか１校体育館ガス式空調設備設置工事 

［北日吉台小学校］電灯コンセント設備　系統図

Ｅ－８

１０

２ ２ ２ ２

２

１４

１８

２

体育館空調電源盤電源 ＥＭ－ＣＥ３８□－２Ｃ，ＥＤ２．０

搬送ファン電源

運転管理装置電源

非常用コンセント

ＥＭ－ＣＥ５．５□－２Ｃ×２

ＥＭ－ＣＥ３．５□－２Ｃ×２

ＥＭ－ＣＥ３．５□－３Ｃ

１０２

１０１

１０３

１０４

１０５

自立運転信号 ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－６Ｃ×２ （Ｃ３９）

（Ｃ７５） 既設体育館分電盤 体育館空調電源盤（自立ユニットＡ，Ｂ）

体育館空調電源盤 リモコン盤

体育館空調電源盤 非常コンセントＡ，Ｂ

体育館空調電源盤 運転管理装置

自立運転切替スイッチＡ，Ｂ 自立ユニットＡ，Ｂ

リモコン盤運転管理装置

２ＦＬ

ＧＬ ６
０

０
２

５
０

０
３

７
０

０

３ＦＬ



9
0
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0

3
0
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0

9
0
0
0

2
1
0
0
0

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

吹抜 吹抜

吹抜

吹抜吹抜

屋外階段Ｃ 屋外階段Ａ放送室

控室２

ＥＰＳＰＳ

ステージ

体育室

控室１

倉庫

ブリッジ２

吹抜

6000 6000 6000 6000 6000 6000

36000

6000 6000 6000 6000 6000 6000

36000

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

Ａ２：１／１００

高槻市立阿武山小学校ほか１校体育館ガス式空調設備設置工事 

［北日吉台小学校］電灯コンセント設備　体育館２階平面図

Ｅ－９

１０

２階平面図　　　１／１００

ＧＨＰ

２

ＧＨＰ

１

自立ユニットＡ

自立ユニットＢ

体育館空調電源盤

５３ＷＰＳ ５３ＷＰＳ

５３ＷＰＳ ５３Ｓ

５３Ｓ

ＥＤ
（ＥＬＢ）

８
３

３

２

２

５３Ｓ

２

既設体育館分電盤

５３Ｓ

φ７５

φ５０×３
５３Ｓ

ＡＰ

Ｒ２Ｅ
×２

既設無線アクセスポイント
運転管理装置リモコン盤

非常用コンセントＡ・Ｂ

自立運転切替スイッチＡ・Ｂ

１１
１０

１３

１４

１

９ １４

１２

１８

２２

２２Ｓ

２２Ｓ

２２Ｓ

１８

１８

φ５０×２

φ５０×２

１．図中記号は下記とする。

（注記）

配管用ブロック（Ｌ＝３００）

配管支持材（ＳＵＳダクターチャンネル相当品）

Ｂ

Ｃ 配管用ブロック（Ｌ＝４５０）

φ１００
φ５０

５

７

Ｃ

Ｃ

Ｂ

６

４

φ７５



体育室（吹抜）

キャットウォーク
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9
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Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

1
8
0
0

1
8
0
0

6000 6000 6000 6000 6000 6000

36000

6000 6000 6000 6000 6000 6000

36000

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

キャットウォーク

Ａ２：１／１００

高槻市立阿武山小学校ほか１校体育館ガス式空調設備設置工事 

［北日吉台小学校］電灯コンセント設備　体育館３階平面図

Ｅ－１０

１０

３階平面図　　　１／１００

ＧＨＰ

１－４

Ｆ

４

イ

イ

ＧＨＰ

２－４

Ｆ

８ エ

エ

ＧＨＰ

１－３

Ｆ

３

イ

イ

ＧＨＰ

１－２

Ｆ

２

ア

ア

ＧＨＰ

１－１

Ｆ

１

ア

ア

ＧＨＰ

２－３

Ｆ

７ エ

エ

ＧＨＰ

２－２

Ｆ

６ ウ

ウ

ＧＨＰ

２－１

Ｆ

５ ウ

ウ

２２Ｓ

２２Ｓ

２２Ｓ

２２Ｓ
φ５０×２

３．５

ＡＤ

Ａ２

３．５

５３Ｓ
５３Ｓ

５３Ｓ

φ５０×３

２

１４２

１８

１８

φ１００

３．５

Ａ２

ＡＤ

Ａ１

３．５ ３．５

Ａ２

ＡＤ

３．５

ＡＤ

Ａ２

３．５

Ａ１

５３Ｓ５３Ｓ ５３Ｓ

３．５

Ａ１

５３Ｓ

Ａ１
２０

２１Ｓ ２１Ｓ ２２Ｓ ２２Ｓ

２１ １９

１８

２ １７２ １６２ １５２

１８


